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  2． ラグランジュ相関とオイラー相関の減衰の速さは乱流のエネルギースペクトルによる
  3．拡散係数だとの。ne－pOint c10sureはエネルギースペクトルの形による
  4． ラグランジュ相関の異方性はオイラー相関のそれより小さい
B．shear Howのある場合
  1．LRAとシミュレーションの結果はよく一致する
  2． レイノノレズ応力はラグランジュ相関関数の時間原点での勾配を与える
  3．オイラー相関関数は平均流の大きいところほど速く減衰し，ラグランジュ相関関数は
    平均流に間接的に依存する
  4．渦粘性の符号はエネルギースペクトルの形による
         乱流モデルによる逆転磁場ピンチの数値計算
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流モデルが必要である．本研究では2種類の乱流モデルを用いた．フィルター平均（計算格子
幅程度の空間平均）に基づくしES（1argeeddysimu1ation）モデルと，アンサンブル平均に基
づく3方程式モデルである．平均磁場の方程式に現れる速度と磁場の擾乱の相関項すなわち乱
流起電力を，ダイナモ項と乱流拡散項でモデル化する．ダイナモ項は小さいスケールの乱れが
大きいスケールの磁場を作り出す効果を表し，乱流拡散項は乱れが平均磁場に対する拡散効果
を増大させることを意味する．トーラスの形状を，軸方向に周期境界条件を持つ円柱で近似す
る．LESモデルを用いた3次元の数値計算では実験と定性的に合う平均磁場の分布が得られ
た．モデルを用いたい場合は壁近くで表皮電流が現れ実験と合わだい．また3方程式モデルを
用いた1次元の計算でも実験と合う磁場分布が得られ，数値解に対する境界条件の影響が明ら
かにされた．これらの乱流モデルは逆転磁場ピンチだげでたく地球や天体磁場の維持だと他の
物理現象にも応用できると期待される．
